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資料 １ 関係法令・答申等における社会教育の動向 ・・・・     ・・・ 

１－１ 教育基本法の改正 

平成１８年１２月に教育基本法が改正され、生涯学習や社会教育に関する規定が充実し

た。（図１ ） 

まず、第２条（教育の目標）の中に、「公共の精神」について規定され、社会形成への

国民の参画を求める文言が盛り込まれた。中学生の地域参画を促す法的根拠をこの条文に

みることができる。 

また、第３条（生涯学習の理念）が新設され、「あらゆる機会にあらゆる場所において

学習する社会」や「その成果を適切に生かすことのできる社会」を目指すことが明記され

た。 

第１２条（社会教育）では、社会教育を「個人の要望」や「社会の要請」にこたえる教

育活動と規定した。学習者一人一人の自発的学習意欲を基盤としつつも、地域社会の今日

的課題等を考慮して学習の機会を提供していくことの必要性が示された。 

さらに第１３条（学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力）では、学校、家庭及び

地域住民その他関係者が教育責任を分担し、相互に連携協力することが示された。今後、

更なる連携協力の具体化が求められている。 

 

図１  改正教育基本法（社会教育関係） 

第２条（教育の目標） 

 教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成

するよう行われるものとする。 

 ３ 正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に

基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。 

第３条（生涯学習の理念） 

国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生

涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その

成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならない。 

 

第１２条（社会教育） 

 個人の要望や社会の要請にこたえ、社会において行われる教育は、国及び地方公共団

体によって奨励されなければならない。 

 

第１３条（学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力） 

学校、家庭、及び地域住民その他の関係者は、教育におけるそれぞれの役割と責任を

自覚するとともに、相互の連携及び協力に努めるものとする。 

 



 54 

 

１－２ 中央教育審議会の審議 

 教育基本法の改正を受けて、中央教育審議会では、社会教育関係法令の改正に向けた審

議を行った。さらに、今後の生涯学習の振興方策や、施策を推進するにあたっての行政の

在り方について提言している答申書を提出している。 

 平成２０年２月の中央教育審議会答申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策につ

いて～知の循環型社会の構築を目指して～」では、地域住民等の力を結集した地域づくり

の必要性や、家庭や地域社会における子どもの育ちの環境改善のための方策について示し

た。また、子どもの生きる力を育む基盤は学校教育であるとしつつも、「生きる力」は地

域社会での多様な経験と相まって伸長していくもの―――地域社会での学習機会を充実さ

せることが重要―――と明文化し、図２ のような提言を行っている。 
 

図２  今後必要とされる力を身につけるための学習機会の在り方についての検討 
 

今後は、子どもの学校教育外の学習の在り方についても、子どもたちが「生きる力」

を身につける上で、より効果的・効率的な社会教育のプログラムとその在り方、様々

な発達課題を習得させる上で適切な時期や実施方法、そのための体制の在り方等に

ついて検討することが重要である。その際には、例えば、放課後や週末等の活動と

して、子どもたちに安全な居場所と 

多様な学習の機会・活動機会を提供す

る「放課後子どもプラン」の取組やこ

れまで各地域で行われて来た様々な

体験活動等を参考にしつつ検討を行

うことが考えられる。学校教育外で行

われる学習は自発的意思に基づいて

行われるものであるが、このような検

討を行い、情報提供することは各地域

社会における取組の参考となると考

えられる。また、このように学校教育

内外で、子どもたちがその発達段階に

応じて身につけることが望ましい能

力を総合的にとらえ、その上で、学校

教育外で育むことが望ましいものに

ついて検討することは、生涯学習の理

念に沿ったものであるといえる。 

 

 

 

 

【「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について～知の循環型社会の構築を目指して～」中央教育審議会 Ｈ２０】 
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１－３ 栃木県社会教育委員会議の答申・報告（２９期・３０期）( 

 栃木県社会教育委員会議では、第２９期会議において「栃木県における今後の社会教育

の在り方～とちぎ発社会教育による地域づくり～」を答申した。（図３ ）また、第３０期

会議では、第２９期の答申に基づき、「子どもの学びと育ちの支援をとおした地域づくり」

に関する報告を行っている。家庭や地域の教育力の低下が指摘される中、「その向上のた

めには社会全体での取組が必要」とした上で、社会教育推進に向けた栃木県としての今後

の方向性を、下記の通り示した。 

■住民の社会参加を促す施策の充実 

・住民が学んだ成果を、地域で活躍する人、団体、社会教育施設、学校等と結び

つけ、住民参画につなげていくことが重要。 

・地域の大人が積極的に地域活動に参画するような、「地域づくり」の視点での

取組が重要。 

■子どもの学びと育ちの支援をとおした地域づくり 

 ・子どもを核とした地域の大人の取組が重要。 

 ・子どもたちの人間力の育成のためには、学校での教育に加えて、地域の人々に

よる自発的・意図的な教育が行われることが大切。 

■地域づくりの拠点 

 ・子どもの学びと育ちを支援する拠点であり、かつ大人同士の交流を促進するよ

うな地域づくりの拠点としての役割を果たす“地域づくりセンター”を想定し、

備えるべき機能や運用の在り方を示す。 

図３  栃木県における今後の社会教育のあり方（第２ ９ 期会議答申） 
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１－４ 栃木県生涯学習推進計画第四期計画「新・とちぎ学びかがやきプラン」 

栃木県では、平成２３年３月に、長期的な視野に立った取組を示す「栃木県生涯学習推

進計画四期計画」を策定した。（図４ ）地域における人間関係の希薄化や、高齢化やニー

ト・フリーター問題等、様々な地域課題が山積している昨今、住民同士が助け合い支え合

う社会の実現に向けて、学びの成果を生かして地域づくりや人づくりに取り組むことが必

要であると指摘し、その実現のためには学びをとおした県民同士の人間関係の構築――絆

づくり――が重要であると示した。 

 第２章の２「地域の課題を学ぶ機会を充実します＜学習機会の提供＞」では、社会教育

による学習成果を地域活動等に生かしていくことが地域社会の活性化につながることを示

している。また、そうした活動を通して得た新たな気づきが、更なる新たな学びを促して

いく――つまり学びの循環――とし、県民の社会参画の促進がたいへん重要であるとした。 

 第３章の３「未来へつなぐ人づくりを支援します＜学習成果の活用＞」では、青少年期

の自然体験や生活体験などの多様な体験活動や社会参加活動が、その後の生きがいや意欲

に大きな影響を与えると示した。子どもが体験活動・ボランティア活動に積極的に参加で

きるよう、関係機関・団体等との連携を深めたり、活動の機会を提供したりすることが重

要であると提案している。また、各地域で継承されている伝統芸能や文化活動をはじめ、

地域に根付いた様々な活動の機会に、子どもたちが参加できるよう、県と市町が連携する

ことの必要性も示された。 

なお、栃木県教育委員会及び栃木社会教育推進コンソーシアム協議会では、平成２２年

３月に「地域参画力育成プログラム」を発行した。地域参画を促すために必要な視点や、

住民の地域参画力を高めるための講座プログラム事例が提案されており、県内各地でこの

プログラムを用いた講座の開催等が期待されている。 

図４  栃木県生涯学習推進計画第四期計画「新・とちぎ学びかがやきプラン」 
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１－５ とちぎ青少年プラン 

 栃木県県民生活部青少年男女共同参画課では、平成２３年３月に、心豊かでたくましい

とちぎの青少年の育成を基本理念とした「とちぎ青少年プラン２０１１～２０１５」を策

定した。第４章の「青少年育成施策の推進の中」では、「地域の教育力は、地域における

コミュニケーションを基盤として大人と青少年が一体となって各種行事に参画することに

より培われてきた」とし、「大人と青少年が交流する機会の減少や地域で活動するきっか

けがなくなったことにより、地域の教育力が低下した」と分析している。（図５ ）そうし

た考え方をもとに、地域の大人には、相互に支え合う地域社会の再構築や、青少年が地域

に愛着を持てるような機会の設定を求めている。 

また、青少年側にも、地域活動に積極的にかかわりあうよう求めている。 

 

図５  地域の教育力を阻害する要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 「平成１９年度栃木県政世論調査」 県広報課 Ｈ１９】 
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資料２ 他市町における先進的な取組事例     ・・・・・・・・・・・・・・ 

２－１ 神奈川県真鶴町「中学生ボランティアカード」 

 神奈川県真鶴町は、伊豆半島東岸に位置する、人口約８，５００人の風光明媚な観光地

として知られている。 

真鶴町教育委員会生涯学習課では、中学生の社会貢献活動支援を目的として、平成１９

年度より「中学生ボランティアカード」というしくみを導入している。「中学生ボランテ

ィアカード」とは、真鶴町の中学生が、町主催の行事等に運営補助ボランティアとして参

加した際にその活動を記録し、町が認定するという取組である。（図６ 、図７ ）カードに

記録していくことは、中学生の達成感や満足感を高めたり、中学生の活躍状況を保護者や

学校の教職員へ伝えたりする機能をもつという。記録された内容は、高校進学時に中学校

長が作成する内申書（活動の記録欄）に記載できるよう、関係機関と調整が諮られている

という。（なお、成績や単位等には直接反映しない。）こうした取組は、地域行事の活性

化を目指したい主催者にも、子どもたちの生きる力を育てたい学校にも、多様な経験を積

み成長しく中学生にも、それぞれ三者にメリットのある互恵的な取組といえる。 

真鶴町生涯学習課では、「できる時間に、自分のできることを他の人や地域社会などに

提供する活動をしよう」と、随時中学生に呼びかけていることに加え、生涯学習課主催の

様々な事業――例えば駅伝大会や音楽祭、ふれあいのつどい等――を中心として、運営補助

ボランティア活動に励める機会も中学生に提供している。中学生がボランティア活動を行

うことは、地域の大人とのふれあいが深まるよい機会であると同時に、社会貢献活動の重

要性や素晴らしさを中学生が味わえる絶好のチャンスにもなっている。 

こうした取組を行う上では、学校教育関係者の理解は必要不可欠だという。年度はじめ

に真鶴町中学校長会の席にて本事業の趣旨を学校長に説明したり、ボランティア活動が可

能な町主催行事の日時を年度初めのうちに中学生に周知したりするなど、学校教育関係者

の理解を得るための多くの工夫がなされている。 

 

図６  神奈川県真鶴町 中学生ボランティアカード（表面） 
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図６  神奈川県真鶴町 中学生ボランティアカード（裏面） 

 
 

図７  神奈川県真鶴町 中学生ボランティアカード説明用リーフレット 
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２－２ 佐賀県武雄市「トムソーヤプラン」 

佐賀県武雄市は、佐賀県の西部に位置する、人口約５万人の陶磁器生産で有名な町であ

る。２００６年３月に山内町・北方町と合併し、新市政による武雄市となり現在に至って

いる。 

「トムソーヤプラン」とは、次代を担う青少年を育成するために教育活動の一元化を図

り、地域、家庭、学校など関係機関が一体となって子どもたちの体験活動等を支援してい

こうとする武雄市独自の取組である。トムソーヤとは、世界的に有名な「トムソーヤの冒

険（マーク・トウェイン作）」に由来する。そこに描かれているわんぱくでたくましく成

長していく子どもたちの姿をモチーフとしている。明日を担う子どもたちを、市を挙げて

育成していくという決意を込めて、市の重点プロジェクトとして位置付けている。 

平成１４年９月の「武雄市２１世紀に羽ばたく人づくり懇話会」の中では、次のような

提言がなされたという。 

 

 次代を担う武雄市の人づくりは、トムソーヤプランの推進が大きな役割を担うこと。 

 地域の人がトムソーヤのお父さん、お母さん、おじいさん、おばあさんとして地域

活動に参加し、内容を豊かにしていくこと。 

 

以降、このプロジェクトが一過性のイベントで終わることのないよう、子どもの育ちに

関する様々な事業を一元化し、日常的・継続的・体系的な活動として定着を図っている。  

また、それぞれの地域特性を生かしつつ、地域、家庭、学校など関係機関が連携・協力

して子どもたちの体験活動を支援し、企画・運営を行っている。平成２３年度には、「ト

ムソーヤ通学合宿」や「わんぱくスクール（宿泊・自然体験活動）」「放課後子ども教室」

（公民館等を活用して放課後や週末等における子どもの居場所を確保する事業）等、計８

２の事業が積極的に展開されている。多くの小・中学生がこのプランに参加して活躍し、

大人との交流を深めたり、地域社会で活動する楽しさ・面白さを見出したりしているとい

う。 

トムソーヤ活動を推進するための組織としては、トムソーヤ委員会を設置し、事業の審

議、管理評価等を行っている。その下部組織としてトムソーヤ幹事会を設置し、企画立案

や連絡調整等の作業を担っている。さらに、トムソーヤ活動を具体化していくための機関

として、トムソーヤ地区推進会議が設置されている。関係機関・団体どうしがゆるやかな

ネットワークを形成しあい、各機関・団体等の意見を集約し、大人どうしのネットワーク

を深める機能を担っているという。（図８ ） 

事業を推進する上では、公民館や公共施設等が“安全安心な居場所づくりの拠点”とし

て位置付けられている。公民館を中核として、子どもと大人の体験機会や交流機会をつく

り出していこうという方向性が、地域住民に対して明確に打ち出している。 
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図８  佐賀県武雄市 トムソーヤ事業体系図 
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２－３ 栃木県那須町「子どもフェスティバル実行委員会」 

 

 那須町では、「那須町子どもフェスティバル」を毎年夏に開催し、平成２３年度で９回

目を迎える。子どもフェスティバル実行委員会、那須町教育委員会、那須町ジュニアリー

ダースクラブが主催し、町内各中学校・高等学校・地域団体などに所属する多くの小学生・

中学生が参加して開催されている。（図９ 、図 10、図 11） 

中学校の部活動ごとに出展し、フェスティバルを盛り上げていることも、大きな特徴の

１つである。特技等を発表しあう「みんなのステージ」部門やレクリエーションに親しん

だり競ったりする「チャレンジコーナー」の他、食べ物のお店や展示・体験ができるお店

など、たいへん多彩なコーナーが用意されている。 

 このフェスティバルの最大の魅力は、小・中学生が“子ども実行委員”として実行委員

組織に名を連ね、同じく実行委員である地域の大人や行政職員と一緒に議論をしている点

である。実行委員の子どもたちは大人と一緒に知恵を出し合い、企画・運営に携わってい

る。小・中学生ならではの意見やアイディアが出され、小・中学生の視点からフェスティ

バルが展開されていく。大人の発想にはみられない斬新なアイディアのもと、地域の大人

と子どもが一体となって絆を深めあい、大きな盛り上がりを見せるという。 

 

図９  那須町子どもフェスティバルの報告書 
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図 10 那須町子どもフェスティバルチラシ（表面） 
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図 10 那須町子どもフェスティバルチラシ（裏面） 
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図 11 那須町子どもフェスティバル 子どもスタッフ募集のチラシ 
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資料３ 諮問書                 ・・・・・・・・・・・・・・

 

 

平成２３年１月２４日  

 

壬生町社会教育委員長 福田 静江 様 

 

壬生町教育委員会教育委員長 池 節子     

 

 

諮 問 書 

 

社会教育法第１７条第１項第２号の規定により下記のとおり諮問します。 

 

記 

 

１ 諮問事項 

  中学生による地域活動及び公民館事業への参画について 

 

２ 諮問理由 

  壬生町の次代を担う若者が生き生きと生活する地域社会、住んで良かったと思える

地域であってほしいと願っています。 

  さて、近年地域活動や公民館の事業に中学生の姿が久しく見られなくなっています。

中学生の時の体験活動で重要なのは地域活動といわれていますが、その姿が見られな

い原因は何か、部活動や塾通い、その他の現状と課題を分析し、中学生が地域の方々

とともに活動する、または公民館等の事業に自ら考え企画して地域の大人を巻き込む

活動を展開するための方策と事業の提言をいただきたく、諮問いたします。 

なお、答申は、平成２４年３月３１日までにお願いします。 
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